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第１ 請求の趣旨  

 １ 被告 は，原告に対し，（□連帯して）次の金員を支払え。  

   金          円  

   上記金員に対する □    年  月  日から  

            □訴状送達の日の翌日から  

  支払済みまで年     パーセントの割合による金員  

 ２ 訴訟費用は被告 の負担とする。  

 との判決及び仮執行宣言を求める。  

 

第２ 紛争の要点（請求の原因）  

１ 契約の日      年  月  日  

契約の内容 原告は，次の仕事を完成する。被告 は，下記３の請負代

金を支払う。  

（仕事の内容）  

 

 

 

 

 

 ２ 原告が仕事を完成した日      年  月  日  

 ３ 請負代金額 金         円  

   支払済額  金         円  

（最終支払日     年  月  日）  

   残額    金         円  

 ４ □支払期日（    年  月  日）の経過  

   □目的物を引き渡した日     年  月  日  

    （引き渡しを要する場合）  

 

 


